
和歌山大学・経済学部・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４７０１

基盤研究(C)（一般）

2022～2018

医療費自己負担率の引き上げが医療の不平等性にもたらす影響についての実証分析

Empirical Analysis on Self-Pay Ratio and Healthcare Inequality

００７１１５９０研究者番号：

田村　正興（Tamura, Masaoki）

研究期間：

１８Ｋ０１６６６

年 月 日現在  ５   ６ ２２

円     3,200,000

研究成果の概要（和文）：本研究課題では、日本家計パネル調査（JHPS）をデータソースとして、日本において
医療の格差・不平等はどの程度医療費自己負担率や景気循環の影響を受けるのか測定・分析した。英文査読誌に
掲載された論文Sakoda, Tamura, and Wakutsu(2022)では、2008年から2018年において日本の健康格差を測定・
分析したが、結果として、不況期（いわゆるリーマンショック期）には、低所得者だけではなく中所得者までも
が、医療ニーズに比して実際の医療費支出を減らす傾向が見られ、所得階層間の医療の格差・不平等性が大きく
なったことが分かった。

研究成果の概要（英文）：Based on Japan Household Panel Survey (JHPS), we measure to what extent 
healthcare inequality is affected by self-pay ratio and business cycles in Japan. Sakoda, Tamura, 
and Wakutsu(2022) measures healthcare inequality of Japan in 2008-2018. It shows that in the 
financial crisis, not only low-income class but also middle income class reduced the healthcare 
expenditures below their needs, and healthcare inequality was widened.

研究分野：経済学、医療経済学

キーワード： 経済格差　パネルデータ分析　医療経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題で、医療格差とその推移についてパネルデータを用いて測定を行ったが、国民皆保険の下でも医療費
支出は不況の影響を強く受けること、また世代ごとにその影響は異なることが分かった。これらの結果は医療政
策を実施する上で考慮に入れるべきエビデンスの一つとして社会的・学術的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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• 研究開始当初の背景 

 

2014年より、それまで 1割だった 70〜74歳の医療費自己負担率が 2割に引き上げられた。 

これは逼迫した医療財政を考慮して行われた面が大きいが、高齢者の貧困と不平等性が社会 

問題化する中で、医療の平等性に対しても大きな影響を与えているだろう。つまり、貧困層 

は金銭的負担を理由に医療機関の受診を諦めることがあるが、自己負担率引き上げでより多 

くの低所得者が医療を受けられなくなったのではないか。これまでの様々な自己負担率引き 

上げが国民医療費削減・財政に与えるプラスの効果については、国内外で実証研究があるが、 

医療の不平等を拡大するというマイナスの効果については実証研究がない。また、政策実行 

から 3 年が経ちデータが揃った現在、政策評価が可能となっている。一方で、リーマンショッ

クが日本で医療の不平等性に与えた影響についてもこれまで実証研究がない。本研究では、

人々の医療ニーズをデータをパネルデータを用いて推定することで、自己負担率引き上げが、

またリーマンショックのような不況がどの所得階層の医療費支出をどう変えたか、結果として

医療の不平等を高めたか否かを検証する。 

 

 

 

• 研究の目的 

 

医療はいわば「必需財」であり、本来、所得が高くてもあまり医療支出は大きくならず、 

所得が低くてもあまり医療支出は小さくならないはずである。ただし実際には、所得が低け 

れば生活費により家計が圧迫されているおり、資金の借り入れも難しいことや、医療リテラ 

シーが低いために受診を渋るケースも多いだろう。上述した医療費自己負担率の引き上げや、

またリーマンショック期のデータを分析すれば、このようなケースがどの程度発生しているの

かをデータにより明らかにすることができる。また、これがどのように医療の不平等性をもた

らしているのかを測定できる。 

個人の教育・所得などが不明なレセプトデータではなく、これらに加えて様々な社会経済的

背景データが充実した JHPS（日本家計パネル調査）データを用いることで、この分析は可能

となる。特に 2008年から 2018年という期間のパネルデータを用いることで、東日本大震災、

リーマンショック、自己負担率引き上げなどのもたらした効果を測定することができる。これ

まで国民生活基礎調査などをデータソースとした先行研究は存在するが、これらの研究では個

人の医療費に関するデータは扱われておらず、本研究での医療の不平等性の研究は、先行研究



よりも正確に、しかも時系列で制度変化や経済的変化がもたらす影響を見ることができる。 

今後の医療政策を考える上で平等性は重要な観点であるため、本研究は医療政策を議論する

上も重要なエビデンスの一つになると考えている。 

 

 

 

• 研究の方法 

 

 

 日本家計パネル調査（JHPS）のパネルデータを利用すると、医療ニーズを推定することがで

きる。医療ニーズは、各人の医療支出・所得・自己負担率・個人の特性（年齢・教育・健康状

態など）などのデータから推定を行った。所得階層ごとに得られた医療費ニーズが推定値と、

実際の医療費支出額との差を計算して、医療ニーズと実際の支出額の間にギャップがあるのか

どうかを確認した。高所得者層では医療ニーズより実際の支出額が大きくなっている一方で、

低所得者層では医療ニーズの方が実際の支出額が大きくなっており、不平等の存在が確認でき

た。次に、この所得階層ごとに測定したギャップを基に日本全体での不平等性の大きさを示す

指数を作成した。 

 

 

 

 

４．研究成果 

 英文査読誌に掲載された、本研究課題の代表者および分担者による論文 Sakoda et.al(2022)

では、不況期（いわゆるリーマンショック期）には、低所得者だけではなく中所得者までもが、

医療ニーズに比して実際の医療費支出を減らす傾向が見られた。この期間では不況が所得階層

間の医療の格差・不平等性を大きくすることが示唆された。一方で、他の期間では景気循環と

医療の不平等性には統計的な関係が見られなかった。また、世代ごとに不平等性を測定すると、

現役世代での不平等性は、引退世代での不平等性より大きかった。 

 この論文は景気循環と医療の平等性を分析したエビデンスの一つである。その一方で、本研

究課題で加工して用いたデータ自体も、今後、2018 年以降のデータと接合し、医療費だけでは

なく SRH(self-reported health）や健康の平等性を分析する際に活用することができるため、

重要な成果の一つと捉えることができる。 

 

参考文献： 
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